
特色ある教育活動  
 

地域デザイン類型は令和４年度に設置され、学校設定科目「HariMAP Basic」・「HariMAP

Ⅰ」・「HariMAPⅡ」・「プレゼンテーション演習」を通して、地域の課題を考え、調査・研究を

しながら、解決に向けて行動する探究活動を行います。この活動には、播磨町からの全面的な支

援があり、播磨町役場、その他関係機関の皆さんと協働した取り組みを行っていきます。 
探究活動を通して、主体的に学びに向かう力、チームで協働して活動する力、地域の多様な方々

との連携に必要なコミュニケーション力を育成することで、進学・就職の進路実現を目指します。 
学校設定科目のほか、「総合的な探究の時間」を活用して、１年生では調査の手順や発表方法

など、調査研究の基礎になる知識・技能を学びます。2年生では播磨町の課題とその解決方法を

考える探究活動を行います。３年生では播磨町の課題を解決するための活動を実際に行います。

そして、これらの成果を兵庫大学が主催する現代ビジネスプラン・コンペに応募します。令和７

年度は３年生３組が本戦に進み、うち１組が審査員特別賞を獲得しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

HARINANコンソーシアム(共同事業体) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域デザイン類型の授業を中心

に、学校全体で探究活動を実施し

ます。 
 

学習のフィールドは、地域全体

に広がります。保育園児から高齢

者まで多様な人々と交流し、行政

職員、大学教授、企業職員など、

様々な分野の専門家から直接学

びます。  

主体性・多様性・協働性を育み、

大学の総合型選抜入試や面接、小

論文に対応する力をつけます。 

 

１年生 学ぶ

調査研究の

基礎を学ぶの

２年生 探究活

動

播磨町の課題と

その解決方法を

考える

３年生 実践

解決方法の実践

成果のまとめ

播磨南

高校

播磨町

大学

保育園

幼稚園

小中学校

企業



○実際の授業のようす 
  

連携協定による専門家の講義 

兵庫大学との高大連携協定により、現代ビジ

ネス学部の松本茂樹教授のご講義を定期的に

受けています。グループごとに専門的なアドバ

イスもいただいています。 
 

 

各種ワークショップに参加 

校内外で行われる地域課題解決のワークシ

ョップに参加し、自分たちの考えを様々な世代

の人と共有し、アドバイスをもらう活動を積極

的に行っています。 
 

 

  

播磨町議会との意見交換会 

播磨町議会の議員さんにご協力いただき、播

磨町の課題を研究した結果と新たな企画を提

案書としてまとめ、意見の交換をします。 
 

 

地域デザイン類型発表会 

ポスターセッションで各班の成果を発表し

ました。質疑応答でのやりとりもあり、新たな

気づきも得られたようです。当日は、兵庫大学、

播磨町議会等の外部の方も参加されました。 
 

 

 
 

現代ビジネスプラン・コンペ 
兵庫大学が主催する現代ビジネスプラン・コ

ンペに応募し、予選を通過すれば兵庫大学で発

表を行います。2025年度は本戦に 3組が参加

し、うち１組が審査員特別賞を獲得しました。 
 

 

○「地域デザイン類型」Ｑ＆Ａ 
Q１ 地域デザイン類型の目標は？ 

A１ 体験研究活動を通して地域の課題に適切に対応し、発展に寄与すると共に、主体性、多様

性、協働性を育成し、大学の総合型選抜や就職試験に対応することを目標としている。 

Q２ どのような授業が行われているのか？ 

A２ さまざまな調査から播磨町の課題を考え、高校生目線での解決策の研究や提案をまとめる

主体的な活動を中心に授業を行っている。研究結果やまとめた提案は地域での発表や、外

部のコンテストに応募し、発表を行っている。 



 

令和 7年度、40回生の活動 
1.「播磨町イラストコンテスト」 

・播磨町内の小学生の夏休みの宿題で播磨町の景色の絵を書いてもらい、はりまシーサイドマーケ

ットと大中遺跡祭りで展示することで、播磨町の知名度を上げることを目指した。９作品の応募が

あり、全作品を展示した。 
 

2.「不要な雑草を肥料に変身」 

・加古郡衛生センターに集まった雑草から米ぬかと納豆で肥料を作った。約半年発酵させた。肥料

になったかどうかは検証できなかったが、市販の肥料と混ぜて校内で使用した。 
 

3.「映像を使った文化施設のＰＲ」 

・兵庫県立考古博物館と播磨町郷土資料館の知名度を上げるためにＰＲ動画を作成し、各施設のア

カウントの YouTubeに載せていただいた。 

 

4.「子育て支援センターの利用促進」 

・南部子育て支援センターの利用者を増やすため、自作のおもちゃを持参して、赤ちゃんや保護者

と交流する会を２回開いた。 
 

5.「HariMAP公式 SNS始めます」 

・播磨町のイベントや播磨南高校の地域デザイン類型の活動を紹介する Instagramのアカウント

を作成し、播磨町や播磨南高校の PRを図った。 

 

6.「小学生向けホームページ」 

・小学生向けに播磨町のホームページを作成し、播磨町内で行われるイベントの紹介や、ふるさと

納税の返礼品の紹介を行った。 
 

7.「大中遺跡で古代食体験をしよう」 

・大中遺跡の利用客を増やすため、播磨町内の小学生を対象に古代食体験を２回開催した。小学生

と共に火起こしを行い、高校生が自作した弥生土器を使って炊飯、おにぎりにして試食をした。２

回の開催で１４名の小学生が参加した。この活動により、サンテレビの「ひょうご発信」に２名の

生徒が出演した。また、2月 11日の兵庫県高等学校探究活動研究会で発表を行った。 
 

8.「はりまシーサイドマーケットで屋台を出す」 

・若者に播磨町に来てもらうため、9月 27日に望海公園で行われたはりまシーサイドマーケット

でさつまいもジェラートを販売した。加古川青年会議所に紹介していただいた「アイスやねん」さ

んにキッチンカーと食材を準備していただき、当日は一緒に調理・販売した。若者をイベントに集

めるための商品だったが、当日はファミリー層が多かった。生徒達が狙った客層ではなかったが、

商品は完売することができた。 
 

 

 

 

 



 

9.「町を明るくするチャレンジショップ」 

・若者に播磨町に来てもらうため、9月 27日に望海公園で行われたはりまシーサイドマーケット

でアサイーボールを販売した。加古川青年会議所に紹介していただいた「アイスやねん」さんにキ

ッチンカーと食材を準備していただき、当日は一緒に調理・販売した。若者をイベントに集めるた

めの商品だったが、当日はファミリー層が多かった。生徒達が狙った客層ではなかったが、商品は

完売することができた。また、イベントのスタッフ Tシャツのロゴや屋台のメニューも作成した。 
 

10．「Gomibako in harima」 

・9月 27日に望海公園で行われたはりまシーサイドマーケットに設置するごみ箱を作成した。昨

年度はごみ箱を設置しなかったところ、ポイ捨てが多かったため、高校生が自作したごみ箱を設置

することで、ポイ捨てを減らし、ごみの分別の意識づけをしてもらおうとした。 
 

11.「播磨町 PicMapを作ろう」 

・子育て世帯に向けて、播磨町の公園に特化した PicMap を作成した。デジタル地図に公園の遊

具やトイレ、駐車場などの写真を載せることで、子育て世帯が公園を確認しやすくできるようにし

た。作成には兵庫大学の堀池教授に指導していただいた。 
 この実践を兵庫大学ビジネスプラン・コンペで発表したところ、審査員特別賞を獲得した。 

 

〇発表会用に作成したポスター 
   


